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(１)「いわての復興教育」プログラムに基づく教育活動の推進のあり方 

ア 復興教育全体計画の見直し 

イ 学校安全計画の見直し 

(２) 「いわての復興教育」副読本を活用した授業のあり方 

ア 複数年度を見通した年間指導計画の作成 

イ 副読本を活用した教材作成 

ウ 副読本を活用した授業 

(３) 実践的な防災教育の推進 

ア 親子防災マップづくりと防災マップによる「身近な危険」学習会 

イ 防災カルタ作成による家庭・地域への啓発 

ウ 地域に学ぶ豊かな体験学習 

(４) 防災教育を適切に推進していくための職員研修 

ア 発災が特に懸念される自然災害についての理解（火山災害，台風や大雨等による災害） 

イ 非常変災時の職員の初動態勢，心構え 

ウ 先進校視察研修 

 
 

《 めざす子ども像 》 

いきる  

かかわる  そなえる  

ふるさと八幡平を愛し、その復興・発展に向けて 

進んでかかわっていこうとする子ども 

各教科 

道徳 
総合的な学習の時間 

外国語活動 

教育課程内のその他の活動 

教育課程外の活動 

家庭           地域          関係機関 

ひ 

ろ 

げ 

る 

寄 木 小
の 

復 興 教
育 

－１－ 

復興教育推進イメージ図 

研究内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いきる かかわる そなえる 

３

つ

の

教

育

的

価

値

と

具

体

の

21

項

目 

①【かけがえのない生命】 

全ての生命は，かけがえのな

いものであることを実感し，大

切にする。 

②【自然との共存】 

自然の美しさに感動する心と

畏敬の念をもち，自然とともに

生きることについて考える。 

③【価値ある自分】 

どのような状況下においても

自分の存在を認め，必要とされる

存在であることを認識する。 

⑦【体の健康】 

周囲の環境を理解し，状況に

合わせながら安全に気をつけて

遊んだり，運動したりする。 

 

 

⑧【家族のきずな】 

安心して生きていくための生活基盤

として，家族の絆や家族の一員としての

喜びを実感する。 

⑨【仲間や地域の人々とのつながり】 

幼児や高齢の人々･障がいのある人々

等が一緒に生活している社会において，

互いに支え合う仲間の大切さや地域の

方々のありがたさを実感する。 

⑫【自分と地域社会】 

自然災害が，くらしの変化や地域経済

に与える影響について理解し，自分と地

域社会との関係について考える。 

⑬【地域づくり】 

郷土の美しい自然，伝統行事・郷土芸能，

温かい人のつながりのある社会，安全なま

ちを願い，地域づくりにかかわる。 

⑯【自然災害発生のメカニズム】 

自然災害が発生するメカニズムや

それぞれの災害について理解する。 

⑰【自然災害の歴史】 

過去に起きた自然災害や自然災

害と共存してきた人々の努力や工

夫について調べ，防災や減災につい

て理解するとともに，次の世代に語

りついでいく。 

⑳【学校･家庭･地域での日頃の備え】 

避難場所や避難方法，避難経路を

把握して安全に避難する｡家具の安

全対策，避難の方法や落ち合う場

所，非常時持ち出し品，放射線につ

いての正しい理解など，学校や家庭

でできる防災対策を行う。地域の防

災システムを理解し，防災活動に参

加する。 

◎ 各教科 

・確かな学力の保障〔全項目の基礎・基本となる力として〕 

・自然（気候，土地等）についての理解〔そなえる⑯⑰〕 ・思春期教室〔いきる①③⑦〕 

◎ 道徳 

・重点項目の設定と指導法の改善〔いきる①③，かかわる⑧⑨⑬〕 

◎ 生活科や総合的な学習の時間 

・地域探検〔いきる②，かかわる⑨⑬〕 ・野草の学習，清水めぐり〔いきる②，かかわる⑬〕 

・一流に学ぼう〔いきる③，かかわる⑨〕 ・キャップハンディ等福祉体験〔かかわる⑧⑨⑬〕 

・復興副読本を活用した学習，防災マップ・防災カルタづくり等〔いきる①②，かかわる⑫，そなえる⑯⑰⑳〕 

◎ 特別活動 

・運動会，文化祭〔いきる③⑦，かかわる⑧⑬〕 ・修学旅行〔いきる③，かかわる⑨，そなえる⑰〕 

・グリーンキャンプ〔いきる②③⑦，そなえる⑨〕 ・稲作学習〔いきる①②，かかわる⑨⑬〕 

・八幡平遠足〔いきる①②〕 ・マラソン大会〔いきる③⑦，かかわる⑨〕 

・避難訓練〔いきる①③⑦，かかわる⑨，そなえる⑯⑰⑳〕 ・スキー学習〔いきる②⑦，かかわる⑨〕 

◎ 教育課程内のその他の活動 

・こころとからだの健康観察〔いきる①⑦〕 ・Ｑ-Ｕ実施と活用〔いきる③〕 ・誕生日給食会〔いきる①③〕 

◎ 教育課程内のその他の活動 

・寄木念仏剣舞伝承〔かかわる⑨⑬〕 ・運動会等地区行事への参加〔いきる⑦，かかわる⑧⑬〕 

 

 

学校教育目標 

◎ 進んで学習する子ども【かしこく】 

◎ 思いやりのある子ども【やさしく】 

◎ 体を鍛える子ども  【たくましく】 

◎ がんばる子ども   【ねばりづよく】 

              

ふるさと八幡平を愛し,その復興･発展に向け

て進んでかかわっていこうとする子ども 

 

めざす子ども像 

郷土学習の充実 防災教育の充実 

－２－ 

復興教育全体計画 

研究内容(１)ア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ３ヵ年で復興副読本の全ての内容を学習する計画とした。 

「そなえる」の領域を全学年で年度ごと共通の学習をする。 

→ 教材研究や家庭からの協力をいただく上で効果的であった。 

Ａ年度内容：「火山のふん火と被害」「急な大雨・かみなり・たつまき」「台風のしくみと被害」等 

Ｂ年度内容：「岩手や日本の主な災害」「大雪とその被害」「家族で地震にそなえる」等 

Ｃ年度内容：「2011 年 3 月 11 日 東日本大震災」「地震のしくみと被害」「津波の仕組みと被害」等 

◇ ３ヵ年かけて，実践し年間計画の妥当性を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

資 料  
・防災教材ＤＶＤ  
・気象庁 ＨＰ 防災啓発ビデオ 
「急な大雨･雷･竜巻から身を守ろう！」等 

 

－３－ 

《 防災教材ＤＶＤより挿入 》 

《 焼走り溶岩流 》 

研究内容(２)ア 

複数年度を見通した年間指導計画の作成 

○ ｢火山のふん火と被害｣編と 

｢急な大雨･かみなり･たつまき」編を作成 

研究内容(２)イ 

副読本を活用した教材作成 

１ 副読本のページをスライドに取り入れる。 

２ 資料写真・映像等の挿入 

３ カスタマイズして使用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 復興副読本「いきる・かかわる・そなえる」を活用しての授業実践 
「火山のふん火と被害」 ／ 「急な大雨・かみなり・たつまき」 

－４－ 

研究内容(２)ウ 

   児童感想 （日記から抜粋） 

・…火山がもし噴火したら，マグマや大きな石

や火砕流が出るということが分かりました。ま

た，マグマは何千度もあるので何でも溶かして

しまうので恐ろしいと思いました。私の家は岩

手山の近くなので，避難区域に入っています。

少し怖いなと思いました。私はもっと火山のこ

とを知りたいなと思いました。 

   授業参観の保護者感想 ３ 

 日本は自然災害の多い国です。未来に，

これから起きるかもしれない災害に防災意

識を高めておけば，いざというときに慌て

ることなく対応できるのでとても役立つ大

切な授業だと思いました。 

 家族の災害時のルールを決めておくこと

も必要だと改めて感じました。 

〔とても生き生きとした授業参観でした〕 

   授業参観の保護者感想 ２ 

 岩手山の噴火が一番心配ですが，近年

水害も有りました。災害時の心掛けをし

っかり学んでほしいと思いました。何度

もすることが大事だと思いました。子ど

もたちは案外知っているのですね。大人

も備えを考えなければと思いました。 

   授業参観の保護者感想 １ 

 家で話そうと思っていても，なかなか

話す機会がなかった防災のこと。学校で

しっかりと学ぶことができていて良か

ったし，家でも話すきっかけになり，と

ても良い内容だと思いました。 

｢いわての復興教育｣副読本を活用した授業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 

研究内容(３)ア 

夏休みを利用して親子で、自宅周辺や通学路等で起こりうる災害や危険について調べ防災マップを作る。 

また，家族で災害時の連絡方法や避難先，身を守るためにすることやしてはいけないことなど話し合う。 

◇ 歩道や街灯が無いことなど災害安全に限定せず，生活安全・交通安全にも目を向けさせる。 

ふだんから安全への意識を高めることが災害発生時の適切な行動に直結すると考える。 

◇ 親子で作った防災マップを持ち寄り,さらに理解を深める。 
◇ 地域へと視野を広げることもできた。 

◇ 情報を整理し， 

シールで視覚化 

自宅掲示用・「防災マップまとめ」を作成する。 

◇ 地区でのまとめをもとに，繰り返して身近な危険について学び直しをすることができた。 

◇ 自宅周辺の危険についてさらに理解を深めた。 

親子防災マップづくりと防災マップによる｢身近な危険｣学習会 

・身近な危険について
の気づき 

・保護者の注意喚起 

・地区や学区内の危険

についての気づき 

・身近な危険について
の学び直し 

・家庭への啓発 

発 信 

深 化 
全校で「地区 身近な危険学習会」を実施する。 



 

保護者からいただいた感想 
・子どもに「防災カルタをやってどうだった？」ときくと， 
まず、返ってきたのは「楽しかった～。」でした。楽しく遊び 
ながら「これは大事だね。」「こんなときどうする？」とかを 
家族で話したり、ふとしたときにカルタのフレーズが頭に浮かんできたりしま
した。冬休みと言わず，時々一緒に遊びたいと思います。カルタにかかれた上
級生の絵もとても上手で，八幡平に咲く花や，市の木・花・鳥，名所も覚えら
れ，防災のことについても学べる欲張りカルタです。今回の小学校の取組は非
常にありがたく，私自身も勉強になりました。日々の生活へ生かして行きます。
ご指導，ありがとうございました。 

・普通のカルタと違って，防災ということもあり，文の内容も意識的によく聞きながら，取
り組んでいたと思います。子どもももちろん，親にとっても，防災に対して考えたり，話し
たりしながらとても盛り上がり楽しくできました。よい経験になりました。 

・気づかされることがたくさんありました。（中略）いざ自然災害が起きたとき，遊びなが
ら学んだものは，そのとき思い出されるので非常によい遊びだと思いました。今度は，
他の人も巻き込んでやってみたいです。 

 

 

 

 

３年〔大雨と火山〕 ４年〔台風と火山〕 ５年〔大雪と火山〕 ６年〔津波と火山〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災に関して大事なことを自ら考える。(読み札）/イラストで伝えたいことを明確にする。(絵札) 

－６－ 

研究内容(３)イ 

・いつどこで起こるか分からない災害で，カルタに
ある通り、家族でルールを決めるなどして，災害か
ら身を守っていこうと思った。（６年児童） 

・八幡平はこんなにいいことがいっぱいあるんだなと思
いました。こっちまで来るはず無いと思っていたけど，も
しもを考えてこれからは気をつけたいです。(５年児童) 

・命を大切にすることを改めてしっかり分かりました。何か
あったら油断せずすぐ避難したいです。（４年児童） 

・何より命が大事だと改めて感じました。八幡平市はきれ
いでとてもいいけど、危険はあるので気をつけたいで
す。(３年児童) 

 

カルタ遊び後の児童感想 

家庭・地域に配付する。 

（市内小中学校・コミュニティーセンター・松尾地区保育所・学童保育クラブ等）  

ふるさと防災カルタで遊ぼう！ 

『読む人の後に,みんなで復唱してから,取るカルタ』で， 

防災意識を高める。 

◇ 防災だけでなく，郷土のよさについても知ることができるようにする。 

防災カルタ作成による家庭・地域への啓発 

・遊びを通して， 

防災やふるさとのよさ 

について理解。 

・家庭・地域への啓発 

学び直し 

・授業で学んだこと

を表現。 

学び直し 

・防災意識の高まり 

・家庭・地域への啓発 

学び直し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 

１ 家庭や地域で防災に対する関心を高めることができた。 

２ 自然災害が発生するメカニズムやそれぞれの災害について理解するとともに，防災や減災について知識を

得ることができた。 

３ 防災マップにより，「起こりうる災害など身近な危険」について話し合い，避難(場所･方法･経路･連絡方法

等)について家族との約束をすることができた。 

４ カルタを作ったり遊んだりする活動を通して，自然の美しさや地域の良さに目を開くとともに，災害から

身を守るために進んで行動する気持ちを育むことができた。 

課 題 

１ 生活安全や交通安全との関連を吟味し，有機的に結びつけて指導していくこと。 

２ 授業やカルタ遊びを通して学んだことを各地域や公民館，関連機関と連携して実際的な避難訓練をしてい

くこと。 

 

－７－ 

焼走り溶岩流 

研究内容(３)ウ 

地域に学ぶ豊かな体験学習 

 

成果と課題 

岩手山火山泥流の仕組み 

児童感想 

・すごく熱そうな
蒸気が，あちこち
であがっていてす
ごかったです。 

・噴気口の穴が怖
かった。 

砂防堰堤探検隊  

・身近な食材を使った模擬実験の数々。意欲的に取り組み，噴火のしくみや火山泥流等について理解を深
めることができた。圧倒的な自然のスケールの大きさも感じることができた。 

八幡平の自然に学ぶ：後生掛自然研究路 

･300年前と変わらないんだぁ…。 

・４ｍも積もったなんて…。 

生徒の安否の確認,被害状況の把握から学校再開までの道のり，学

習の保障と心のケア，子どもたちの大きな力などについてご講話をい

ただきました。 

○ 非常変災時における対応力を高め防災教育の充実に資する。 

○ 東日本大震災時の職員の初動体制や避難所運営における学校の役

割について学ぶ。 

研究内容(４)イ 

非常変災時における初動態勢，心構え 
講師：現八幡平市博物館館長 (東日本大震災時：大槌中学校校長) 

○ 学区及び学区周辺に起こりうる自然災害として，岩手山の噴火や大

雨洪水による災害について，知識・理解を深め,今後の指導や授業等

に役立てる。 

研究内容(４)ア 

発災が特に懸念される自然災害についての理解 
学校防災アドバイザー派遣事業  

講師：盛岡地方気象台 水害対策気象官 ・火山防災官  


